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利用・用途・応用分野

燃料電池用電解質、リチウム電池用電解質、生体模倣分離膜などに適用。

目的・課題 解決ポイント

従来技術で合成した主鎖部になる
マクロイニシエータ高分子ポリマーの
分子量分布は大きく、分子構造が
精密に制御されていないこと、及び
ＡＴＲＰを用いてＡＴＲＰ用のマクロイニ
シエータ（主鎖の部分）を合成できない
ことを解決することを課題とする。
即ち、グラフト共重合体の分子量分布
を狭くし、疎水性部分と親水性部分が
自己組織化してミクロ相分離構造を
形成するグラフト共重合体及びその
製造方法を提供することを目的とする。

分子量分布の狭いグラフト共重合体
の製造方法であり、有機テルル制御
リビングラジカル重合法（ＴＥＲＰ法）
を用いて所望の主鎖構成モノマーを
重合してマクロイニシエータである
主鎖を合成する工程と、該マクロイニ
シエーターの所定部位を開始点とし
て原子移動ラジカル重合法（ＡＴＲＰ
法）により所望の側鎖構成モノマーを
グラフト重合する工程とを含む
グラフト共重合体の製造方法である。
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ＴＥＲＰ法によりマクロイニシエータ（主鎖の部分）を合成し、ＡＴＲＰ法によりグラフト
鎖（側鎖の部分）を合成したことにより、主鎖、側鎖の分子量分布をそれぞれ狭く
制御でき、自己組織化によるナノオーダーにミクロ相分離した高分子を作製するこ
とができた。
得られた高分子は、主鎖部と側鎖部が相分離することで、それぞれの機能を効率
良く発揮することができる。
互いに相溶しない主鎖部と側鎖部が、自己組織化により、ミクロ相分離構造を形
成することから、主鎖部の持つ機能と側鎖部の持つ機能を効率よく発揮すること
ができる。
また、分子量分布の広がりが小さいことから、生体を模倣したチャネル構造を有す
る高分子成形体や高分子膜となりえる。
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